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設　　　　　問 １年生 ２年生 ３年生 ４年生
ア　生命を慈しむ温かい心 70.1 75.3 71.7 85.2
イ　厳しさに立ち向かう健康な心身と困難な問題に直面した時の対応力 87.4 89.7 86.8 100.0
ウ　子どもに平等、公平に接し、願いや気持ちを受け止める姿勢 78.7 89.7 86.8 96.3
エ　子どもの発達段階の理解や心身の状況を把握する力 73.6 85.6 83.0 88.9
オ　物事を分りやすく要約・説明できる表現力や説明力 72.4 77.3 67.9 96.3
カ　適切な教材研究に基づいて授業計画や学習指導案を作成する力 64.4 72.2 53.5 74.1
キ　子どもの理解を促すために教材を工夫する力 69.0 72.2 75.5 77.8
ク　ねらいを明確にした学習指導力 67.8 73.2 71.2 77.8
ケ　学習指導要領の目標と内容の理解 67.8 48.5 62.3 77.8
コ　教材の目標や子どもの実態から見た学習評価力 57.5 58.8 56.6 74.1
サ　子ども一人ひとりの達成目標を設定できる力 76.1 67.0 69.8 66.7
シ　子どもが主役になる学級集団づくりと学習規律を遵守させる指導力 75.0 75.3 71.7 74.1
ス　子どもの自主性、主体性を生かす指導力 80.5 79.4 83.0 70.4
セ　教員としての使命感、責任、情熱 71.4 68.0 75.5 88.9
ソ　地域、保護者、同僚教師との信頼関係を築くコミュニケーション力 59.8 61.9 58.5 85.2
タ　社会・集団における規範意識、倫理観 59.8 61.9 58.5 85.2










































３年次 (N ＝2628） ４年次（N ＝1242）
t 検定
Mean S.D. Mean S.D.
①　子ども理解力 4.55 0.53 4.52 0.54 p<.05
②　子どもに対するコミュニケーション力 4.67 0.49 4.67 0.48
③　企画・計画力 4.51 0.57 4.36 0.64 p<.001
④　学習指導力 4.49 0.51 4.32 0.61 p<.001
⑤　評価力 4.38 0.66 4.23 0.74 p<.001
⑥　学級経営力 4.3 0.66 4.26 0.7 p<.05
⑦　生徒指導力 4.49 0.57 4.43 0.61 p<.01
⑧　教職意識 4.78 0.41 4.82 0.4 p<.05
⑨　自己改善力 4.62 0.47 4.54 0.55 p<.001







３年次 (N ＝2628） ４年次（N ＝1242）
t 検定
Mean S.D. Mean S.D.
一般教養 3.65 1.15 3.47 1.18 p<.001
教職専門 4.09 0.99 3.92 1.08 p<.001
教科専門 4.11 1.03 4.04 1.08
教科教育 4.13 1 4.04 1.07 p<.01
実習・体験諸科目 4.75 0.61 4.71 0.73


































































































































































































































































































( １ ) 　意識調査の内容（ 2008年 1 月実施　調査対象 1 年～４年の児童発達学専攻）
質問
これまでのあなたの大学での学びを振り返って、教師になるために大学時代に身に付けておくことが大切だと思
う資質・能力について意見を聞かせて下さい。下記のア～ツについて、 A とても必要、 B 必要、 C あま
り必要ではないを判断し、　　　　　　　　　　の当てはまるところに○を付けてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例
                                                                     Ａ Ｂ Ｃ
ア　生命を慈しむ温かい心　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
イ　
ウ　
エ　
オ　
カ　適切な教材研究に基づいて授業計画や学習指導案を作成する力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
キ　子どもの理解を促すために教材を工夫する力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
ク　ねらいを明確にした学習指導力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
ケ　学習指導要領の目標と内容の理解　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
コ　教科の目標や子どもの実態から見た学習評価力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
サ　子ども一人ひとりの達成目標を設定できる力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
シ　子どもが主役になる学級集団づくりと学習規律を遵守させる指導力
ス　
セ　
ソ　
タ　
チ　社会人としての教養と常識　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　その他に身に付けておく必要があると考えている資質・能力があったら、自由に書いてください。
　　　注　ゴシック部分はキーコンピテンシーに関連するとして作成したものである。
田　中　浩　子・曻　地　勝　人・中　野　秀　雄・日　高　晃　昭・平　田　　　繁・山　中　寛　子
教育振興基本計画について－教育立国の実現に向
けて－（答申）
www.mext.go.jp/b_menu/shingi/.../08042205.
htm
111
（資料２）
問い　小学校教員になるためには，以下の34項目をどの程度見につけておく必要があると思いますか。
　　　５．必要である　４．少し必要である　３．どちらともいえない　２．あまり必要でない　１．必要ない
（卒業時での必要度） （自己の到達度）
「子ども理解力」
⑴　子どもと接する機会を多く設け，子どもをありのまま理解しようとすること。………
⑵　子どもの年齢や学年毎の発達段階や特徴を理解していること。…………………………
⑶　子どもと接する中で，個々の子どもの特性や違いを理解できること。…………………
「子どもに対するコミュニケーション力」
⑷　すべての子どもに平等・公平に接することができること。………………………………
⑸　子どもの話を最後まで聞いて，子どもの気持ちを受け止めることができること。……
⑹　子どもと対話的なコミュニケーションができること。……………………………………
「企画・計画力」
⑺　子どもの実態を踏まえた指導案（板書や発問の計画を含む）を立案できること。……
⑻　教具やワークシートの準備ができること。…………………………………………………
⑼　教材研究ができること。………………………………………………………………………
「学習指導力」
⑽　１時間の授業のねらいを明確にして学習指導ができること。……………………………
⑾　各教科内容の知識を持っていること。………………………………………………………
⑿　学習指導要領の内容を理解していること。…………………………………………………
⒀　子どもの学習課題を持たせる指導ができること。…………………………………………
⒁　授業の中に子どもの活動時間を十分に確保できること。…………………………………
「評価力」
⒂　授業のねらいに沿って子どもの学習成果を評価できること。……………………………
⒃　授業評価の目的を理解していること。………………………………………………………
⒄　評価の観点をもって客観的に授業評価ができること。……………………………………
「学級経営力」
⒅　学級内での生活や学習のルール設定ができること。………………………………………
⒆　学級内において民主的な機能的集団づくりができること。………………………………
⒇　学級内の友だち関係とその性質が把握できること。………………………………………
　子どもの相互理解を通して，信頼関係を築くことができること。………………………
「生徒指導力」
　子どもの話をよく聞き，子どもの発するサインを読み取れること。……………………
　子どもが自主的・主体的に活動するようにねばり強く指導ができること。……………
　生徒指導の目的や方法を理解していること。………………………………………………
「教職意識」
　教員としての使命感，責任感，教育に対する情熱を持っていること。…………………
　教育者としての素直さ，謙虚さ，協調性を持っていること。……………………………
　社会人として常識，ルールを遵守し，適切な言葉遣いができること。…………………
　人間的な温かさ，親しみやすさ，ユーモアを持っていること。…………………………
「自己改善力」
　授業の反省・分析から次の改善策や課題を提示できること。……………………………
　専門的な知識を実践に応用し，そこから学ぶことができること。………………………
　自己研鑽への意欲や向上心を持っていること。……………………………………………
「連携・協働」
　保護者や同僚教師と連携をとり，子どもに冷静な対応ができること。…………………
　家庭との連携を図り，保護者との信頼関係を持つように心がけること。………………
　保護者に学校のことを知らせ，理解を求める姿勢があること。…………………………
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教育的実践力を身に付けた小学校教員を育てる養成システムの研究　－「変化」「複雑性」「相互依存」への対応力の育成－
